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国境なき医師団の医療活動は皆さまからの寄付で実現しています。

アフガニスタン・ブースト病院支援／ハイチ、大震災を経て

新型コロナウイルス感染症危機対応募金　受付中

事務局員コラム   まだまだ「国境なき医師団」を見に行く   特別編
国境なき医師団日本　 2019年度財務報告・新会長あいさつ

この10年に皆さまの力で
できたことと、支援のいま

1  地元の医療施設が重度の患者の治療に集中できるよう、中・軽度な患者向けの仮設病院の設置を支
援（スペイン）　 2  モリア難民キャンプでは、患者の特定や、水と衛生の設備などを強化（ギリシャ）　 3  
過酷な環境で暮らすンドゥタ難民キャンプの人びとへ衛生教育を実施（タンザニア）

「新型コロナウイルス感染症危機対応募金」にご協力をお願いします
援助拡大のため、どうか皆さまのお力をお貸しください。世界全体で1億ユーロ（約120億円※）、日本で583万
ユーロ（約7億円※）を目標に資金を募っています。　※1ユーロ＝120円で換算。

いただいたご寄付は、世界各地で行う新型コロナウイルス感染症の緊急援助活動と感染症拡大の影響に伴うその他の援助活動に割り当てられます。この活動に必要な資
金を上回る寄付をいただいた場合は、その他の緊急援助活動にあてられます。また、活動状況や資金調達状況に応じて、本募金の受付を予告なく終了する場合があります。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、場合によっては寄付に関するお手続きや領収書の発行と
いった、事務対応に遅延が発生する可能性がございます。何卒ご了承くださいますようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症
世界各地で緊急援助活動を拡大
　世界的な感染拡大を受け、2020年4月22日現在、MSFは欧州をはじめ、中東、
アジア、北米、中南米と世界各地で緊急援助活動を展開しています。感染リス
クにさらされている医療従事者へのサポートを強化するほか、密集した難民
キャンプ、紛争地といった医療・衛生設備が整っていない地域に暮らす人やホー
ムレスの人など弱い立場に置かれた人びとへの支援を中心に行っています。最
新の活動は、随時公式サイトでお知らせしてまいります。

『 （リアクト）』は国境なき医師団（MSF）日本が発行するニュースレターで
す。MSFが活動現場で目撃する世界の人道的危機と、命を救うための人道援助活動
についてお伝えし、共に考えていただくための情報をお届けします。

国境なき医師団は、1971年にフランスで設立された、非営利で国際的な民間の医療・人道援助団体です。
危機にひんした人びとの緊急医療援助を主な目的とし、医師、看護師をはじめとする海外派遣スタッフと、
現地スタッフ、事務局スタッフの合計約4万7000人が、世界70ヵ国以上で活動しています（2018年度）。

0120-999-199 （平日9：00～18：00 土日祝、年末年始休業 通話料無料）
〒162-0045 東京都新宿区馬場下町１-１ FORECAST 早稲田 FIRST ３階
Tel ： 03-5286-6123（代表）

寄付や『  』に関するお問い合わせ

お申し込み方法

□ 同封の「新型コロナウイルス感染症危機対応募金」用振込用紙で

www.msf.or.jp/COVID19/□ ウェブサイトから

『REACT 2019年12月号』に同封のアンケートに、4000人以上もの方
が回答をお寄せくださいました。本当にありがとうございました。現在、皆
さまの回答・コメント一つ一つを拝読し、より良いニュースレターをお届
けできるよう鋭意準備中です。
今号のアンケートにもぜひご協力ください。ご協力いただいた方の中から
抽選で10名さまにMSFオリジナルランチバッグ（右写真）を差し上げます。

© MSF

郵送

宛先　国境なき医師団日本・『REACT』係宛

郵便はがきに、ご住所、お名前、ご支援者番号、年齢、職業、アンケート回答をご記入
の上、先の住所までお送りください。

WEB トップページ　  MSF図書館 　読み物　 『REACT』 2020年７月末日まで受け付け

2020年７月末日消印有効

アンケートのお願い

※お寄せいただいた個人情報はアンケート分析にのみ利用いたします。

◎次の質問にお答えください。
❶特に印象に残った記事を２つ、理由と共に教えてください。　❷あまり読まなかった記
事があれば、理由と共に教えてください。　❸ご意見・ご感想を自由にお聞かせください。
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こ
の
10
年
で
、
ベ
ッ
ド
数
も
患
者
数
も
増
え
、

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
に
成
長
し
た

ブ
ー
ス
ト
病
院
。
現
在
も
残
る
課
題
と
は
？

紛
争
が
病
院
へ
の
道
を
阻
む

　
「
産
科
で
出
産
し
た
ば
か
り
の
母
親
が
、

故
郷
の
村
へ
の
空
爆
に
よ
っ
て
、
村
に
残

し
て
き
た
２
人
の
子
ど
も
を
失
っ
た
と
聞

い
た
時
、
私
に
は
母
親
に
掛
け
る
言
葉
が

見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
低
で
も

３
時
間
は
か
け
て
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
を
し
て

家
に
戻
り
埋
葬
を
す
る
か
、
病
院
に
留
ま

る
べ
き
か
、
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し

た
」。
昨
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ブ
ー
ス

ト
病
院
で
看
護
師
と
し
て
活
動
し
た
ジ
ェ

シ
ー
・
ペ
リ
ー
は
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
ト
病
院
は
、
南
部
ヘ
ル
マ
ン
ド

州
の
州
都
ラ
シ
ュ
カ
ル
ガ
に
あ
る
拠
点
病

院
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
２
０

０
４
年
に
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
５
人
が
襲

撃
で
命
を
落
と
し
、
活
動
を
一
時
中
断
。

し
か
し
医
療
事
情
の
悪
化
を
受
け
て
09
年

に
ブ
ー
ス
ト
病
院
の
運
営
を
支
援
し
始

め
、
昨
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
、
紛
争
激
化
に
よ
っ
て
患
者

の
数
は
激
増
。
ブ
ー
ス
ト
病
院
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ

の
資
金
を
基
盤
に
建
物
を
改
修
し
、
診
療

科
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で
は
、

外
科
、
産
科
、
小
児
科
、
内
科
、
救
急
・

集
中
治
療
室
を
備
え
、
出
産
支
援
、
栄
養

治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
月
当
た
り

の
入
院
患
者
数
は
10
年
前
に
比
べ
、
30
倍

の
３
５
０
０
人
に
。
州
内
の
１
０
０
万
人

の
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
冒
頭
の
母
親
の
よ
う
に
、
多

く
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
病
院
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
い
ま
だ
に
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
出
産
が
多
い
た
め
、
産
後
出
血
が
続

き
、
病
院
に
到
着
す
る
頃
に
は
シ
ョ
ッ
ク

状
態
に
あ
る
女
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

貧
困
も
深
刻
で
、
５
歳
以
下
の
子
ど
も
の

４
割
超
が
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
ト
病
院
は
い
ま
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
び
と
の
命
を
守
る
砦と
り
で。
こ
れ
ま

で
の
10
年
も
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
こ
そ
が
病
院
を
支
え
る
力
で
す
。

カブール

パキスタン

アフガニ
スタン

クンドゥーズ

ラシュカルガ

●

●
イラン

COUNTRY DATA

首都はカブール。反政府武装
組織タリバンが国土の半分近く
を影 響 下に置き、約 2 1 万 人

（2019年）の難民がいる※。南
部のヘルマンド州は頻発する戦
闘と無差別な暴力が特に激しく、
医療ニーズがとても高い。

同
僚
の
死
を
乗
り
越
え
、

活
動
再
開
。

い
ま
な
お
紛
争
の
続
く

ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
で
、

1
0
0
万
人
の

健
康
を
支
え
る

こ
の
10
年
に
皆
さ
ま
の
力
で

で
き
た
こ
と
と
、支
援
の
い
ま

い
つ
も
国
境
な
き
医
師
団（
M
S
F
）へ
の
ご
支
援
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
代
、
年
々
活
動
国
・
地
域
を
広
げ
、
よ
り
多
く
の
人
び
と
に

医
療
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

「
２
０
２
０
年
代
」
の
始
ま
り
の
こ
の
機
会
に
、
感
謝
を
込
め
て

過
去
10
年
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

い
ま
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
支
援
や
課
題
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

ど
ん
な
地
域
の
ど
ん
な
活
動
が
、
皆
さ
ま
の
ご
記
憶
に
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

２
０
２
０
年
代
の
始
ま
り
に
振
り
返
る

20102016

写真右／下痢をした子どもの水分補給を助けるのも大事な仕事。
2018年には、小児科で140床を占めた。
写真上／女性の入院病棟。面会中に子どもをケアする父親の姿も。
写真下／ブースト病院の入り口には「武器持ち込み禁止」の看板
が掲げられている。院内の安全性確保のために欠かせない。

現地の人びとの声

12歳の息子は家の外で銃撃に
巻き込まれ、撃たれました。戦闘
が続いていて病院に行けず、車
もありませんでした。息子の出血
はひどく、最終的に警察が車で
病院に連れて行ってくれました
が、もう手遅れでした。息子は亡
くなりました。

家の外が危険で病
院へ行くことが

できない……

※国連難民高等弁務官事務所　グローバル・
トレンズ 2018レポート

［数字で見る活動ハイライト］

増える医療ニーズに合わせて活動拡大

ベッド数 150床 400床
スタッフ数 130人 994人

外来診療数

（救急診療のみ）

4万8292件
15万5432件

2010年 2019年

：

：

：

アフガニスタン

バングラデシュ中央アフリカ共和国

コンゴ民主共和国

ホンジュラス

マラウイ

ナイジェリア

南スーダン

イエメン

ジンバブエ

チャド

ケニア

フィリピン

ソマリア

シエラレオネ

レバノン

ハイチ

スーダン
パキスタン

イラク
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12 2019年度　国境なき医師団日本　財務報告
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15 ご支援方法のご紹介－遺産からの寄付
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世界各地で緊急援助活動を拡大
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特集

この10年に皆さまの力で
できたことと、支援のいま

アフガニスタン／ハイチ

11
滝上 隆一（外科医）／小島 毬奈（助産師）

第 3 回

■今号掲載国
MSF日本からの派遣者数（19ヵ国・35人/2020年4月8日現在）
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アメリカ合衆国

バハマ

ジャマイカ

ハイチ

ドミニカ
共和国

コロンビア

キューバ

ベネズエラパナマ

ポルトー
プランス
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［数字で見る活動ハイライト］
ハイチ大地震に関連して

現在

救急診療数 ： 2万9000件
（2019年11〜12月、タバル外傷センター）

：コレラ治療数 （2010〜2016年）30万人

：診療患者数 計35万8000人
心のケアを
受けた人数 ：

（以上、2010年1〜10月）
17万7000人

© Nicolas Guyonnet/MSF

西
半
球
の
最
貧
国
、
ハ
イ
チ
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
だ
っ
た
こ
の
国
は
大
地
震
で

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
緊
急
援
助
を
振
り
返
り
つ
つ
、
人
び
と
が

い
ま
も
な
お
、
安
全
な
暮
ら
し
・
医
療
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い
事
情
に
迫
り
ま
す
。

当
時
、
最
大
規
模
の

援
助
と
な
っ
た
ハ
イ
チ
大
地
震
。

あ
れ
か
ら
10
年
―
―

国
際
社
会
か
ら

忘
れ
去
ら
れ
た
地
に
医
療
を

デ
モ
や
暴
動
、自
然
災
害
の
脅
威

　

２
０
１
０
年
１
月
12
日
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド 

７
・
０
の
地
震
が
ハ
イ
チ
を
襲
い
ま
し

た
。
政
情
不
安
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

機
能
し
て
い
な
い
中
、
建
物
の
倒
壊
や
爆

発
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
も
多
く
、
何

十
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
イ
チ
へ
の
緊
急
援
助
に
迅
速
に
動
い

た
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
皆
さ
ま
か
ら
の
１
１
１
億
円

も
の
支
援
金
に
支
え
ら
れ
、
10
ヵ
月
で
約

36
万
も
の
人
び
と
を
治
療
。
地
震
後
に
発

生
し
た
コ
レ
ラ
へ
の
対
応
を
含
め
、
海
外

派
遣
ス
タ
ッ
フ
２
６
０
人
と
そ
の
10
倍
以

上
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
で
26
の
病
院
と
数

十
ヵ
所
で
の
移
動
診
療
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
Ｍ
Ｓ
Ｆ
に
と
っ
て
、
当
時
の
団
体
史

上
最
大
規
模
の
活
動
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
を
経
て
、
ハ
イ
チ
に
関

す
る
報
道
は
大
き
く
減
少
。
世
界
か
ら
忘

れ
ら
れ
た
国
と
い
わ
れ
る
ハ
イ
チ
は
い
ま
、

ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

地
震
の
が
れ
き
は
減
り
、
復
興
は
進
み

つ
つ
も
、
現
在
、
ハ
イ
チ
は
政
治
的
・
経

済
的
危
機
に
直
面
し
、
大
規
模
な
デ
モ
や

暴
動
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
よ

う
に
襲
っ
て
く
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
、
そ
の

影
響
で
頻
発
す
る
コ
レ
ラ
、
西
半
球
一
の

水
準
と
さ
れ
る
貧
困
も
、
人
び
と
の
安
全

な
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
治
療
費

を
捻
出
で
き
な
い
上
に
、
暴
動
の
影
響
で

外
出
時
の
危
険
が
増
し
て
い
る
た
め
、
病

院
で
の
受
診
を
控
え
る
人
が
多
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
19
年
11
月
、

首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
市
に
、
救
命
措

置
を
主
軸
に
し
た
病
院
を
開
き
ま
し
た
。

強
盗
に
銃
で
２
回
撃
た
れ
た
女
性
、
ギ
ャ

ン
グ
の
抗
争
に
遭
い
、
流
れ
弾
で
け
が
を

負
っ
た
男
性
…
…
。
続
々
と
運
ば
れ
て
く

る
患
者
に
よ
っ
て
、
最
初
の
２
週
間
で
、

救
急
外
来
の
ベ
ッ
ド
25
床
が
瞬
く
間
に
埋

ま
り
ま
し
た
。
治
安
悪
化
を
た
ど
る
ハ
イ

チ
は
い
ま
も
な
お
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
医
療
援
助

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
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カリブ海の島国で、キューバ、
ジャマイカ、ドミニカ共和国に
囲まれる共和制国家。首都は
ポルトープランス。独立以来、
政治的混乱が続いており、そ
れが地震からの復興の妨げと
なった。市民による大規模な
反政府デモも激化している。
貧しい家庭では、やけどによ
る事故も多い。

2010年の大地震直後のポルトープランス
市の中心部。背後には暮らしを支える中央
市場が燃え、戦争地帯のよう。

2010

2016

ミランダちゃんを覚えていますか？

被災し、大けがを負いながら
「サッカーをしてみたい！」

写真右／カルフール病院のビルの外に一時的
に設置した手術室。両脚を骨折していた女性
患者に対し、スタッフがケアを行っている。
写真下（2019）／この日タバル外傷センター
に運ばれてきたのは、刺された男性だった。 
写真下（2016）／やけど専門病院の待合室
で順番を待つ母子。地震後、仮設テントや小さ
な家に身を寄せる大家族が多いため、調理中
に子どもたちが鍋の油をかぶるなどの事故で、
重いやけどを負う子どもが少なくない。

義足を着けて、歩行器
でリハビリ中。「2本の
脚で立っている写真
を撮って！」と笑顔で。

　大地震当日、倒れた自宅の下敷きになり、大けが
を負った少女、ミランダ・ピエール。当時10歳だった
彼女を父親が救助できたのは地震発生から数日
たった後。その間、「また学校に行きたい！だから、
絶対にここを出る」と彼女は希望を捨てませんでし
た。右脚は、付け根から切断。屈曲した左腕の手
術を何度も行う過酷な治療も続く中、持ち前の明る
さで治療とリハビリに取り組む姿を『REACT2010
年12月号』でレポート。ご記憶に残っている方もい
らっしゃるのではないでしょうか。
　入院中のある日、彼女はこう言います。「サッカー
をしてみたい」と。ベッドから出て、歩行器で歩くリ
ハビリを始めました。そうして、ついに彼女は看護
師に支えられながら、はじける笑顔でボールを転が
したのです（上写真）。彼女の将来の夢は、看護師
になること。「病院で働く看護師さんを見るのが好
きだったから」です。勇気ある彼女が将来、誰かを
励ます日が来るのかもしれません。

2019

© Nicola Vigilanti
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いとうせいこうさんの中東取材ルポが、文芸誌『群像』で連載中！ 3月号から始まった短期集中連載も、いよいよ大詰め。
発売中の７月号も必見です！（講談社、予価・税抜き1182円）

『「国境なき医師団」を見に行く』
（講談社刊）

『「国境なき医師団」になろう！』
（講談社現代新書）

過去の取材記を以下の書籍でお読みいただけます

約10年前、男性用日傘を開発し、そのアイデア料を
MSFに寄付してくださったいとうさん。それを機に
MSFが取材へ伺うと、「もっとMSFのことをみんなに
知らせたい！」と、いとうさんによるMSFへの“逆取材”
がスタートしました。2016年から現在まで、MSFの
活動地を６度訪れました。

なぜいとうさんがMSFを取材？

この10年、さまざまな命の危機に
医療を届けることができました
この10年で紛争や自然災害、感染症の感染拡大などによる命の危機は尽きず、
MSFは皆さまからのご支援を元にさまざまな活動を展開してきました。

中には現在も続いている活動も。ここでは規模の大きかった活動を振り返ります。

2011〜
東日本大震災の発生とほ
ぼ同時期、「アラブの春」か
らの流れでシリアが内戦状
態に。９年を経た現在も収
束の気配はなく、内戦は
いっそう複雑化。多くの民
間の人びとが命を落とし、
630万人※1が国外へ避難
を強いられています。幾度と
なく活動の一時中断を余儀
なくされながらも、MSFはシ
リア国内外で医療援助を
続けています。シリアの活
動の財源は民間からの寄
付のみ。皆さまの力が人び
との命をつないでいます。

震災翌日の３月12日にニーズ調査のため現地入りし、宮城県と岩手県で緊急援助を開
始。MSF日本からも医師やロジスティシャンら41人のスタッフが派遣され、避難所での移
動診療や心のケア、仮設住宅の建設支援に当たりました。

2011

2013

11月、台風30号により甚大な被害が出たフィリピン。MSFはすぐさま緊急援助チームを
立ち上げ、医療キットやエアーテント式仮設病院（写真）などを輸送。翌年11月までに９万
人以上を診療、８万人以上に清潔な水を配布しました。

フィリピンに台風30号が直撃

シリア内戦激化
いまも630万人が国外へ避難

東日本大震災では
翌日から緊急援助開始

2020
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴い、MSFも各国で緊急援助を開始。
裏表紙もあわせてご覧ください。

新型コロナウイルスへの対応開始
ミャンマー軍がロヒンギャの人びとを狙った大規模な掃討作戦を開始し、昨年までに91
万人がバングラデシュへ避難。世界最大の難民キャンプでMSFは援助活動を続けてい
ます。いまも人びとは過酷な環境での生活を強いられたままです。

2017〜イスラム系少数民族ロヒンギャ
91万人に医療を届け続ける

※１ 国連難民高等弁務官事務所　グローバル・トレンズ2018年レポート
※２ 2015年当時のレートで換算

© Giulio Di Sturco

© Nagham Awada/MSF

© Yann Libessart/MSF

©Anna Surinyach

　

私
は
い
と
う
さ
ん
の
Ｍ
Ｓ
Ｆ
取
材
の
２
代
目
担
当
者

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
南
ス
ー
ダ
ン
と
中
東
の
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ヨ
ル
ダ
ン
で
の
取
材
を
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
取
材
は
比
較
的
治
安
の
良
い
場
所
で
し
た
が
、

Ｍ
Ｓ
Ｆ
と
紛
争
は
切
り
離
せ
な
い
た
め
、
思
い
切
っ
て

内
戦
や
封
鎖
状
態
に
あ
る
活
動
地
に
お
連
れ
し
た
い
と

思
っ
た
の
で
す
。
い
ず
れ
も
日
本
か
ら
の
渡
航
は
控
え

よ
と
さ
れ
る
地
域
。
い
と
う
さ
ん
は
不
安
な
が
ら
も
私

た
ち
を
信
用
し
て
来
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

い
と
う
さ
ん
は
取
材
す
る
国
や
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
に
つ

い
て
事
前
に
情
報
収
集
を
さ
れ
ま
せ
ん
。
予
備
知
識
な

く
現
地
に
行
く
こ
と
で
可
能
と
な
る
こ
と
を
大
事
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
は
都
合
の
悪
い
こ
と
を
隠
す
権

力
者
や
、
そ
の
悪
政
に
苦
し
む
市
民
が
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
部
外
者
と
し
て
「
知
ら
ん
顔
」
を
し
て
現
場
に

入
り
、
物
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
は
な
く
作
家
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　

支
援
者
の
皆
さ
ま
は
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

Ｍ
Ｓ
Ｆ
に
は
緊
急
医
療
援
助
の
他
に
「
証
言
活
動
」
と

い
う
大
事
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。
活
動
地
で
目
撃
し
た

人
道
危
機
を
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。い
と
う
さ
ん
は
、

作家・クリエーターのいとうせいこうさんが、MSFの現場を取材してルポルタージュ
にまとめ、文芸誌やウェブで発表してくださって約４年。2018年から、取材を手配
し同行しているのが、MSF日本・広報部のスタッフの舘俊平です。今号では、まだま
だ「国境なき医師団」を見に行く・特別編として、舘が取材の裏話をつづります。

“メモが命”のいとうさん。小さなノートを肌身離さず取材地へ持っていく。

猫好きないとうさん、3大宗教の聖地でめったに人にこび
ない猫が近づいてきたことを「何かの恩寵」と感じたそう

（東エルサレムの旧市街にて）。

© MSF

こ
う
し
た
証
言
活
動
の
手
法
に
も
新
た
な
道
―
―
「
知

ら
ん
顔
で
す
る
証
言
」を
切
り
開
い
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
と
う
さ
ん
の
文
章
は
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
状
況
を
目
に
し
て
も
、
人
が

よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
に
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
書
く

よ
う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。「
患
者
さ
ん
の
代
わ

り
に
俺
が
（
弱
き
者
の
叫
び
を
）
書
こ
う
！
」
と
い

う
気
概
。
私
は
そ
ん
な
い
と
う
さ
ん
の
文
章
に
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
分
離
壁
に
書
か
れ
た
数
々
の
路
上
ア
ー

ト
、
権
力
に
向
か
っ
て
市
民
の
叫
び
を
描
い
た
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
※
を
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

　

い
と
う
さ
ん
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
に
寄
付
を
す
る
支
援
者
の
お

一
人
で
す
。
そ
し
て
そ
の
「
代
表
」
と
し
て
、
寄
付
金

が
活
動
現
場
で
き
ち
ん
と
使
わ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か

り
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取
材
で
も
、
飛
行
機
は
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
、宿
泊
と
食
事
も
基
本
的
に
は
ス
タ
ッ

フ
と
同
じ
く
質
素
、
時
に
は
私
と
相
部
屋
と
な
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
時
で
も
い
と
う
さ
ん
は
嫌
な
顔
を
せ
ず
、

む
し
ろ
節
約
を
誇
り
に
感
じ
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
一
員
と
し

て
不
便
さ
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
取
材
か
ら
帰
国
し
た
際
、
い
と
う
さ
ん
は
、
パ

レ
ス
チ
ナ
と
ヨ
ル
ダ
ン
の
話
を
、「
気
合
を
入
れ
て
書

き
ま
す
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
11
日
間
の
駆

け
足
の
取
材
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
も
の
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
う
れ
し
く

感
じ
、
担
当
冥
利
に
尽
き
ま
し
た
。

「国境なき
医師団」を
見に行く
特 別 編

ま まだ だ

© Toru Yokota

中央にいる
のが「 広 報
の舘」です！

※グラフィティ：スプレーなどを使って壁などに描かれた絵やメッセージのこと。

26名のべ30回

■日本からの派遣実績■活動費総額

（2014年3月～2015年12月）
約132億1900万円※2

2014〜15

創設以来、最大規模の緊急援助となったエボラ出血熱対応。主にギニア、シエラレオネ、
リベリアの３ヵ国で治療や調査・監視、人びとへの健康教育、心のケアを実施。流行中
に感染が確認された患者の３分の１をMSFが対応しました。

西アフリカでのエボラ大流行
いち早く現場へ

© MSF

リベリア、シエラレオネ、ギニア
の3ヵ国
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1  ベッドでも使える「POCUS」。赤ちゃんをお母さんのそばに寝かせたままの検査が可能になった（タンザニア）　 2  「POCUS」を使い、
治療方針を自信を持って提案できるようになり、現地スタッフも思わず笑顔に（イエメン）　 3  医療の質を高く保つため、ポータブルエコー・
プロジェクト・チームは各活動地で長期にわたるトレーニング、およびフォローアップを行っている。

診
断
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
現
場
に
は
、
放
射
線
技
師
な

ど
の
専
門
家
が
い
な
い
上
、
日
本
の
よ
う

に
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
大
掛
か
り
な
検
査

機
器
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
場
だ

か
ら
こ
そ
、
的
確
な
治
療
を
行
う
た
め
の

診
断
の
精
度
が
、
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う

カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
診
断
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
の
が
、
持
ち
運

び
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
、「
Ｐ

Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
で
す
。
専
門
家
で
な
く
て
も

使
い
方
を
習
得
で
き
る
機
器
で
、
包
括
的

な
診
断
で
は
な
く
、
特
定
の
疑
わ
し
い
症

状
を
診
断
で
き
ま
す （
下
の
囲
み
参
照
）。

例
え
ば
外
傷
の
あ
る
患
者
さ
ん
が
腹
部
内

で
出
血
し
て
い
て
、
手
術
を
急
ぐ
か
ど
う

か
な
ど
を
、
迅
速
に
判
断
で
き
ま
す
。

　

結
核
病
棟
で
「
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
を
使
い
、

胸
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
瞬
時
に

分
か
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
胸
を
叩

い
て
音
を
聞
く
従
来
の
方
法
に
加
え
て
、

「
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
を
使
う
こ
と
で
さ
ら
に
容

易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｆ
は
、
数
多
く
の
救
急
現
場
で

の
経
験
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を
迅

速
に
把
握
で
き
る
超
音
波
診
断
の
重
要

性
を
確
信
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
０
１

７
年
、
南
ス
ー
ダ
ン
を
皮
切
り
に
、
現

地
採
用
の
医
師
や
助
産
師
ら
を
対
象
に

「
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
本

格
的
に
始
め
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は

紛
争
な
ど
の
た
め
に
、
仕
事
や
教
育
を

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
優
秀
な
人

も
数
多
く
い
ま
す
。

　
「『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
』の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

こ
う
し
た
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
み
な
ら
ず
、
う
れ
し
い
こ
と
に
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
医
師
の
エ
リ
ン
・

ス
ト
ラ
ー
タ
は
笑
顔
で
こ
う
話
し
ま
す
。

　

こ
の
２
年
で
、
イ
エ
メ
ン
や
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
な
ど
15
ヵ
国
の
医
師
、
助
産
師
な

ど
４
０
０
人
以
上
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
修
了
。今
後
は
、ト
レ
ー

ナ
ー
役
が
で
き
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
養
成

に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

© MSF

1

2

© MSF© MSF

3

現
地
ス
タ
ッ
フ
に
高
い
技
術
力
を
！

い
ま
広
ま
る「
Pポ

ー

タ

ブ

ル

エ

コ

ー

O
C
U
S
」ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は

日
頃
、
国
境
な
き
医
師
団
（
M
S
F
）が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
の“
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
”が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
が
高
い
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
医
療
を
届
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

中
で
も
、
い
ま
使
い
手
が
増
え
て
い
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
の
研
修
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

なぜいま、活動地でポータブルエコー
が必要なの？

どこでも迅速に診断できる
紛争地などの救急現場では、患者を動かすこと自体が難しい場合が
多い。離れた病院への移動には危険も伴う。そこで、屋外などどんな現
場でも、速やかに鑑別診断を行うことができるツールがとても重要。

さまざまな診断に使える
小型とはいえ一台で、心機能の測定、気胸や細菌性肺炎の有無、胸
腔内・腹腔内の血液の漏れの診断のみならず、妊娠、HIV/エイズの
兆候など、患者一人一人に必要なさまざまな診断を行うことができる。

専門家でなくても使える
数週間にわたる継続的な研修を受け、「POCUS」の診断ガイドライン
に沿って使うことで、画像診断の専門家でなくても特定の症状の鑑別
診断が可能に。医師以外に助産師も使い手になっている。

派遣スタッフの声
〜現地活動に参加して〜 イラク

紛
争
の
ひ
ど
さ
を
物
語
る
街
並
み

　

中
学
生
の
頃
に
見
た
テ
レ
ビ
番
組
で
、

ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
が
銃
を
持
っ
て
い
る

映
像
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
自
分
に
何
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
と
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
答
え
と
し
て
医
療
の
道
に
進
む

こ
と
に
決
め
、
助
産
師
と
し
て
国
境
な
き

医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
で
働
く
こ
と
を
目
標

に
し
て
き
ま
し
た
。

　

念
願
が
か
な
い
、
２
０
１
９
年
７
月
に

イ
ラ
ク
北
部
の
都
市
モ
ス
ル
の
病
院
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ス
ル
は
過
激
派
組
織

「
イ
ス
ラ
ム
国
」か
ら
解
放
さ
れ
て
間
も

な
く
３
年
が
た
ち
ま
す
。
平
穏
が
戻
っ
て

き
て
い
る
と
思
え
る
一
方
で
、
目
に
す
る

街
並
み
は
月
日
が
た
っ
た
い
ま
も
紛
争
が

ど
れ
だ
け
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物

語
っ
て
お
り
、
人
び
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
恐

怖
の
中
、
毎
日
生
き
て
い
た
の
か
と
思
う

と
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
活
動
し
て
い
た
病
院
は
、
ス
タ
ッ

フ
総
勢
４
０
０
人
ほ
ど
、
月
に
分
娩
件
数

が
７
０
０
を
超
え
る
ほ
ど
大
き
く
、
現
地

の
助
産
師
、
看
護
師
40
人
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
指
導
が
私
の
役
割
で
し
た
。
現
地
で

は
妊
婦
検
診
や
分
娩
管
理
、
家
族
計
画
な

ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
金
銭
的
に
余
裕
の

な
い
多
く
の
患
者
さ
ん
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
病
院

に
何
時
間
も
か
け
て
来
て
い
る
の
を
見
る

た
び
に
、
支
援
者
の
方
あ
っ
て
の
活
動
だ

な
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り
の
中
で
感

じ
た
難
し
さ
の
中
に
“
死
”
に
対
す
る
ケ

ア
が
あ
り
ま
し
た
。
妊
婦
健
診
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
モ
ス
ル
で
は
、
死
産
や
出
生

後
に
赤
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
で
は
子

を
亡
く
し
た
母
親
へ
の
適
切
な
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
※
が
全
く
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
は
紛
争
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ

自
身
も
あ
ま
り
に
多
く
の
人
の
死
に
さ
ら

さ
れ
続
け
、“
死
”
と
向
き
合
う
こ
と
に
恐

怖
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
指
導
は
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
亡

く
な
っ
た
家
族
や
悲
惨
な
光
景
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
た
め
、
本
当

に
繊
細
で
難
し
く
、
紛
争
は
終
結
し
て
も

残
さ
れ
た
人
び
と
が
背
負
っ
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
の
大
き
さ
と

悲
し
み
を
日
々
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
中
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
て

い
た
の
は
、女
性
の
権
利
に
つ
い
て
で
す
。

手
術
、
治
療
、
避
妊
、
何
を
と
っ
て
も
女

性
は
自
ら
決
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
出
会
っ
た
患
者

さ
ん
は
、
23
歳
。
帝
王
切
開
を
過
去
に
３

回
経
験
し
て
お
り
、
次
に
妊
娠
す
る
と
合

併
症
な
ど
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
、

死
に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ラ

ク
で
は
ホ
ル
モ
ン
剤
の
入
っ
た
小
さ
な
器

具
を
腕
に
挿
入
す
る
避
妊
方
法
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
彼
女
は
そ
れ
を
望
み
ま
し
た

が
夫
や
家
族
が
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

風
習
と
の
違
い
に
悩
ん
だ
日
々

　

も
う
妊
娠
し
た
く
な
い
、
と
泣
い
て
家

族
に
懇
願
す
る
彼
女
を
見
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
死
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
彼
女
を
守

り
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
は
通
訳

を
介
し
て
彼
女
の
家
族
と
話
し
合
う
な
ど

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
ま
し
た
が
、
結

局
承
諾
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
朝
出
勤
す
る
と
、
私
に
向
か
っ

て
満
面
の
笑
み
で
何
度
も
自
分
の
腕
を
指

さ
す
彼
女
が
い
ま
し
た
。
腕
に
避
妊
器
具

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
す
。
話

を
聞
く
と
、
必
死
に
動
く
私
の
様
子
を
見

た
周
り
の
患
者
や
そ
の
家
族
が
協
力
を
し

て
、彼
女
の
家
族
に
掛
け
合
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
彼
女
は
器
具
の
効
力
が
続
く
約
５

年
間
は
、
妊
娠
の
恐
怖
に
脅
か
さ
れ
ず
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼
女
の
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
周
り
の
人
た
ち
、
そ
し
て
彼

女
自
身
を
本
当
に
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

活
動
中
は
、
自
分
の
常
識
が
当
て
は
ま

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
こ
の
国
の
風
習

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
ど
う
解
決
す
べ
き
か
本
当
に
悩
み
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
に
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か

ら
言
わ
れ
た
「
あ
な
た
が
い
い
と
思
う
助

産
を
み
ん
な
に
見
せ
て
、
変
わ
る
こ
と
を

願
っ
て
動
き
な
さ
い
。種
を
ま
か
な
い
と
、

花
は
咲
か
な
い
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
、
私
の
活
動
を
常
に
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。

助産師

土岐 翠
Midori Toki

島根県出身。助産師として７
年経験を積んだ後、英語を習
得するためオーストラリアへ。
帰国後、MSFへの派遣が決ま
るまでは大学病院や個人クリニ
ックで経験を積んだ。2019年
にMSFに初参加。

「
種
を
ま
か
な
い
と
、花
は
咲
か
な
い
か
ら
」。

そ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
、初
め
て
の
派
遣

ベビーマッサージの技術指導も行った。

©
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S
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© MSF

現地の助産師と共に。

※グリーフケア：大切な人を失った人に寄り添い、喪失の回復をサポートすること。 ※POCUSとはPoint-of-care Ultrasound Sonographyの略。

09 08



国境なき医師団（MSF）の活動の大きな原動力でもある、皆さまからの温かな声。
中には高校生から頂くことも。「スピーチ大会で、MSFについて話しました」と連絡を下さった、
大阪に住む高校3年生の中根彩巴（なかね・いろは）さんの声を特別編としてご紹介します。

なぜ、スピーチ大会のトピックにMSFを？
中学3年生の時、最寄り駅でMSFの街頭キャンペーンを見て、もともと国際情勢
や国際関係に興味があったため話を聞いてみようと思いました。「こんな現実、
日本では考えられない」と、母にMSFの方に聞いたことを話すと、母は活動につ
いて既に知っていたようで、「毎月の寄付」を始めることにしました。スピーチ
大会の原稿は、実は、最初は別の題材で書いていたんです。原稿提出日の朝になっ
てMSFのことが頭に浮かび、「これだ！」とトピックを変更しました。

原稿にはどんな思いを込めたのですか？
原稿には強い信念を持ったMSFの方々のことや、将来の夢や目標を「今日明日を
生き抜くこと」だと考えざるを得ない子どもたちがいる現状を盛り込みました（下
記参照）。「知ること」だけでも彼らを救えることや、MSFサポーターを増やすた
めに行動することを発表しました。

MSFのために、募金活動や講演会も開催してくださいました。
スピーチをするだけではMSFのサポーターは増やせないと感じ、サポーターを増やすため、行動に移し
たかったんです。校内で行った募金活動や講演会には予想以上の方が参加してくれました。募金活動は
MSFの展示も兼ねて行ったところ、小学校入学前の子が、展示を見てメッセージを残してくれたんです。
漢字をご両親に尋ねながら懸命にメッセージを書いている姿に涙があふれそうになりました。

募金活動では、先生や生徒会の仲間たちのサポートも大きな力となりました。
授業よりも近いところで自分の時間を割いて協力してくださった先生方と接し
ていて、「こんな人になりたいな」とも思いました。

写真は全て中根彩巴さん提供。

命の危機にさらされている人びとを救うために
　私には、人生を通して実現したい目標があります。それは、さまざまな問題を
抱える人びとを取材し、世界中に発信して、そのような人びとを救うことです。
　一年半ほど前、駅で2、3人ほどの小さなグループがキャンペーンを行ってい
るのを見ました。そのグループは、「国境なき医師団」でした。
（中略）
　私はこの世界の現状を少しでも多くの人に知ってもらいたいのです。これを実
現するために、私はそのような人びとを取材して、世界中にさまざまなメディア
で発信したいのです。私は命の危機にさらされている人びとと、彼らを助けよう
と奮闘する人びとを発信するという形で支援したいのです。
　今日、多くの人が次のことに目を向けていません。世界中には、医療が足りな
いために多くの命が危険にさらされている地域があります。また、深刻な栄養失
調に苦しんでいる子どもたち、紛争や暴力から命からがら逃げてきた人びとが
います。そして、彼らを救うために、栄養失調が深刻な地域に向かいその治療や
予防に取り組む人びと、激しい紛争地で活動している人びとがいます。私は、こ
れらの実態を伝えることで、支援者を増やし、悲惨な世界で生きている人びとを
救いたいと思っています。　　　　　　　　　　　  （中根さんが作成した日本語の原稿より）

「私が衝撃を受けた実態を、皆にも知ってほしい、という思いが行動の始まりです。
スピーチをきっかけに、知ることの大切さを伝えていきたいです」

スピーチの一部をご紹介します

大阪桐蔭高等学校

中根 彩巴さん

に
、
映
画
を
見
て
い
ま
し
た
。
作
品
は
主
に
、

私
の
好
き
な
ジ
ブ
リ
作
品
で
す
。『
と
な
り

の
ト
ト
ロ
』
は
子
ど
も
た
ち
に
、『
魔
女
の
宅

急
便
』
は
女
性
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
２
０
１
７
年
の
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
任
務
の

時
は
、
宿
舎
の
壁
に
シ
ー
ツ
を
張
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
、
海
外
派
遣
ス
タ
ッ
フ

た
ち
と
一
緒
に
見
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
シ
ワ
が

寄
り
ま
す
が
、
問
題
な
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ト
ト
ロ
に
出
て
く
る
キ
ッ
チ
ン
の
シ
ー
ン

は
、
昭
和
初
期
の
造
り
で
ア
フ
リ
カ
の
キ
ッ

チ
ン
と
似
て
い
ま
す
。
絵
の
タ
ッ
チ
が
繊
細

な
の
で
、
鍋
の
湯
気
か
ら
は
本
当
に
み
そ

汁
の
香
り
が
し
そ
う
で
、
派
遣
先
で
み
そ

汁
を
飲
み
た
く
な
り
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、
一
人
で
鑑

賞
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

活
動
中
に
ふ
っ

と
息
抜
き
が

で
き
る
大
切

な
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

第3回は、海外派遣スタッフ2人の
「派遣先に必ず持っていくもの」をご紹介。
活動中、心の支えになっているものとは?

2016年 イエメン × 2回
2017年 イラク
2018年 イラク
2019年 イエメン

●MSF派遣歴

　
普
段
、
石
垣
島
の
病
院
で
医
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
初
派
遣
の
時
か
ら
毎
回
、

同
僚
が
手
作
り
の
手
術
帽
を
持
た
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
僕
は
強
面
な
の
で
、
子
ど
も
が

怖
が
ら
な
い
よ
う
に
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
柄
の
も

の
を
頂
い
た
の
が
最
初
で
す
。
現
地
の
人
に

日
本
の
文
化
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
和

柄
の
も
の
も
多
い
で
す
。無
事
に
日
本
に
帰
っ

て
き
て
ね
、
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
あ
り
が
た
い…

…

。

　「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
と
言
わ
れ
、
帽
子
が

現
地
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
。
２

０
１
７
年
の
イ
ラ
ク
派
遣
の
際
に
出
会
っ
た

通
訳
の
サ
ナ
さ
ん
。
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ

ム
国
」
の
支
配
下
で
外
出
が
ま
ま
な
ら
ず
、

家
で
手
芸
を
楽
し
む
う
ち
に
得
意
に
な
っ
た

と
言
い
、
手
編
み
の
手
術
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
帽
子
も
い
ま
も
大

切
に
使
っ
て
い
ま
す
（
写
真
・
左
上
）。

　
手
術
前
に
か
ぶ
る
と
、「
自
分
は
で
き
る
」

と
い
う
己
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
外
傷
や
緊
急
の
手
術
が
多
い
現
地

で
は
、
手
術
前
に
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
詳
細
な
検
査

は
で
き
な
い
た
め
、
実
際
に
手
術
が
始
ま
っ

て
初
め
て
ど
の
部
位
が
損
傷
し
て
い
る
か
分

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
術
室
ス
タ
ッ

フ
の
技
量
や
手
術
道
具
の
種
類
も
、
日

本
と
は
異
な
り
ま
す
。
緊
張
感
の
あ
る

手
術
を
前
に
、
帽
子
の
ひ
も
を
結
ぶ
こ

と
で
、
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
気
持

ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

 

助産師

スタッフへの質問、大募集！ 「活動地での自由時間は何を？」「事務局ではどんなことをしているの？」など、気になったことを何でもお寄せください。
裏表紙に記載の住所に、「スタッフへの質問係」と添えてお送りください。

第 3 回
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2014年 パキスタン × 2回
2015年 イラク、レバノン
2016年 レバノン、地中海海難救助
2017年 南スーダン、バングラデシュ
2018年 カメルーン
2019年 地中海海難救助

●MSF派遣歴

大
好
き
な
映
画
を
見
る
た
め
に

小
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

ス
ピ
ー
カ
ー
は
欠
か
せ
な
い
！

外科医石
垣
島
の
同
僚
か
ら
贈
ら
れ
た

手
作
り
の
手
術
帽
。

手
術
時
の
心
の
支
え
に

外
科
医

滝
上  

隆
一

助
産
師

小
島  

毬
奈

© MSF

© MSF
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写真左下／イエメンで出会ったのはキャラクター好きな女の子。帽
子のおかげで話が盛り上がり、手術もうまくいった。

　
こ
こ
数
年
は
、
海
難
救
助
の
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
暴
力
や
搾
取
か
ら
逃
れ
る

た
め
、
小
型
ボ
ー
ト
で
地
中
海
を
渡
っ
て
欧

州
を
目
指
し
て
い
る
移
民
の
人
び
と
を
救
助

し
、
欧
州
各
地
へ
送
り
届
け
る
任
務
で
す
。

　
救
助
船
に
は
、
す
し
詰
め
で
危
険
な
状
態

で
小
型
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
人
た
ち
が
、
日
々

救
助
さ
れ
て
き
ま
す
。
救
助
活
動
を
繰
り
返

し
、
定
員
以
上
の
人
が
乗
り
込
み
、
人
で
あ

ふ
れ
返
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
暴
力
か

ら
逃
れ
ら
れ
て
も
、
次
は
欧
州
へ
の
下
船
の

交
渉
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
々
を

過
ご
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
人
び
と
と
一
緒

常に移民の人びとのそばにいる海難
救助船は、まるで“動く小さな家”。

© MSF

ま
り
な

こ
わ
も
て

11 10



コンゴ民主
共和国 パプア

ニューギニア

中央アフリカ
共和国

ケニア
ウガンダ

リベリア

イエメン

ヨルダン

レバノン

ニジェール

パレスチナ アフガニスタン

パキスタン

コロンビア

バングラデシュ

カンボジア フィリピン
チャド

シリア
ギリシャ

イラク

マリ

エチオピアナイジェリア
ブルキナファソ

南スーダン

以下のURLではPDF版をご覧いただけます。https://www.msf.or.jp/library/
WEB トップページ→MSF図書館・活動報告書ほか→年次報告書

●国境なき医師団日本の、活動概要と財務報告を掲載した『活動報告書 2019年度版』が完成しました。

26の国と地域の活動に
配分されました

© Melanie Wenger

子宮頸がんワクチン接種や、家族計画の啓
発活動などを実施。

フィリピン

エボラ出血熱やはしかの流行の緊急対応、
暴力による被害支援など。

© Solen Mourlon/MSF

コンゴ民主共和国

国民の死因の２位・結核への取り組みに注
力。服薬支援なども実施。

© Sara Bechstein/MSF

パプアニューギニア

紛争による負傷者の治療や、コレラなどの感
染症の流行に対応。

ⒸAgnes Varraine-Leca/MSF

イエメン

●各エリアの主な活動プログラム

2020年度、MSFは70以上の国と地域で、医療援助活動を予定しています※1。
MSF全体で総額1380億円（11億ユーロ※2）を活動費として計上しています。

（注）P.12〜13の金額は四捨五入して表記しているため、各数値の合算と「合計」が異なる場合があります。

昨年度、MSF日本の総収入は112.6億円（寄付収入は108.5億円）となりました。皆さまからのご支援に改めてお礼申し
上げます。また、日本からの支援金は26の国と地域（地図参照）に配分されました。

日本からの支援金の配分先

日本から配分された金額（単位：百万円）

コンゴ民主共和国
イエメン
パレスチナ
南スーダン
シリア
イラク
ナイジェリア
エチオピア
レバノン
ヨルダン
ケニア
チャド
パプアニューギニア
中央アフリカ共和国
ウガンダ
ニジェール
コロンビア
ブルキナファソ
フィリピン
マリ
リベリア
バングラデシュ
ギリシャ
アフガニスタン
パキスタン
カンボジア

5000 1500 1000 

募金活動費　15.1億円

その他海外向け支援金等　3.0億円

マネジメント・一般管理費　2.2億円

ご支援者
総収入

112.6億円 MSF日本

84.0%
ソーシャル・ミッション費

（援助活動関連費用）

91.2億円

広報・アドボカシー活動

3.6億円
スタッフ募集・派遣、研究・開発等

2.2億円
支援金

85.3億円

総収入の内訳
民間からの寄付 108.5億円
外務省からの拠出金、
MSF韓国からのグラント 4.0億円

その他の収入 314万円

2019年、35万6112の個人、法人の皆
さまから寄付を頂きました。

その他の人道援助活動費

1398万円

MSF
オペレーション

事務局

アフリカ
 44.4億円

中 東
29.9億円

アジア 
5.5億円

2020年度  MSF 援助活動費 総額 1380億円

※1 3月17日時点。また、新型コロナウイルス感染症緊急対応により、大きく変更となる場合があります。　※2 1ユーロ＝121.9円で換算。

●主な活動予定国

上記のほか、ナイジェリア、アフガニスタン、バング
ラデシュ、レバノンなどでの活動を予定しています。
最新の活動情報は、MSF公式ウェブサイトの「活
動ニュース」（https://www.msf.or.jp/news/）
で随時お知らせしてまいります。SNS公式アカウ
ントもぜひご登録ください（14ページご参照）。

［アフリカ］南スーダン
2020年度 予算額 96億円
これまでの活動例 ［活動開始 1983年～］

国内避難民や難民キャンプ、へき地での医療援助。マラリアやコ
レラの対応、母子保健、栄養治療など。洪水緊急援助（2019年）。
●外来診療115万7900人　●マラリア治療27万6400人
●出産介助1万4300件（すべて2018年）

［中東］イエメン
2020年度 予算額 85億円
これまでの活動例 ［活動開始 1986年～］

紛争による負傷者の治療や救命救急、外科手術など。
出産介助、コレラやジフテリア、はしかの対応。
●外来診療53万5600件　●手術件数2万4600件
●出産介助2万4400件（すべて2018年）

［アフリカ］中央アフリカ共和国
2020年度 予算額 75億円
これまでの活動例 ［活動開始 1997年～］

国内避難民への基礎医療、暴力被害者支援、母子およ
び小児医療、栄養治療、マラリア、HIV/エイズ対応など。
●外来診療件数85万2600件　●マラリア治療54万6800人

（すべて2018年）

［中東］イラク
2020年度 予算額 67億円
これまでの活動例 ［活動開始 2003年～］

母子保健、救急・外科治療、心のケア、国内避難民キャン
プでの医療援助。シリア難民への基礎医療や心のケア。
●外来診療19万7600件　●心のケア3万8500件
●出産介助1万1100件（すべて2018年）

［アフリカ］コンゴ民主共和国
2020年度 予算額 119億円
これまでの活動例 ［活動開始 1977年～］

国内避難民や難民への基礎医療、心のケア、はしかや
マラリアの対応、エボラ出血熱緊急援助など。
●外来診療182万6300件　●マラリア治療77万6600人（以上
2018年）●はしか予防接種146万1550人（2018～2019年10月）

コンゴ民主共和国、南スーダン、
中央アフリカ共和国など

アフリカ
48%

662億円

イエメン、イラク、レバノン、
パレスチナ、シリアなど

中東
17%

238億円

アフガニスタン、バングラデシュ、
パキスタン、インドなど

アジア・オセアニア
12%

171億円
ハイチ、ベネズエラ、
ギリシャ、ウクライナ、

メキシコなど

中南米・ヨーロッパ
8%

105億円
地中海での海難救助、

自然災害や感染症の流行
などによる緊急援助活動費

その他
15%

204億円

オセアニア

 2.5億円

ヨーロッパ

1.2億円
中南米

1.9億円
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MSFインフォメーション

　MSF日本は、下記の５つのSNSでさまざまな情報を配信中。ぜひ公式アカウントをご登録ください。各SNSの検索窓に「国境なき医師団」

あるいはアカウント名を入力し、検索してください。 

理   事
会長
副会長

専務理事
会計役
理事

久留宮 隆（外科医）

中嶋 優子（麻酔科医／救急医）

ユ・ソヒ Seuhee Yoo（医師）

櫻井 理咲子（薬剤師）

齊藤 哲也（元国境なき医師団日本事務局職員）

田岡 知明（看護師）

谷口 博子（元国境なき医師団日本事務局職員）

辻坂 文子（コーディネーター／元国境なき医師団日本事務局職員）

吉野 美幸（外科医）

監   事

ジル・デルマス Gilles Delmas（疫学専門家）

リチャード・スィーベル Richard Sebel（元国境なき医師団日本事務局職員）

会長あいさつ
　皆さまの日頃のご支援のおかげで、困難な状況に置かれた世界中の人びとへ援助を続けられてい
ることに、あらためてお礼を申し上げます。
　この度、国境なき医師団（MSF）日本の新しい会長に就任した外科医の久留宮隆です。この場を
借りて就任のあいさつをさせていただきます。　
　私は2004年にMSFに参加し、リベリアを皮切りに12ヵ国で15回の医療・人道援助活動を行ってきま
した。それぞれの現場で、皆さまのご支援によって多くの患者を受け入れられていることを実感しています。
　一方、紛争地では患者や医療者が攻撃を受け、難民・移民は排他的な政策によって行き場を失っ
ています。こうした人道危機を目撃している組織の代表として、日本の皆さまに現状を知っていただき、
そして、私たち一人ひとりは傷ついた人びとに何ができるのか、共に考える努力を続けたいと切に願っ
ています。
　現在、新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るい、人びとが健康上のリスクにさらされています。こ
れに伴い、MSFの通常の活動にもさまざまな課題が生じています。こうした危機的状況を乗り越え、
助けを求める人びとに医療を届け続けることができるよう、さらなるご支援を強くお願いいたします。
　皆さまからの熱い思いを、世界中の人びとへ直接、届けてまいります。今後とも、ご声援を賜ります
よう、心からお願い申し上げます。

1959年、名古屋市出身。外科
医。三重大学医学部卒業後、三
重県を中心に地域中核病院に勤
務。現在、永井病院（津市）で救
急を担当。MSFの活動には2004
年より参加し、東日本大震災緊急
援助や熊本地震緊急援助、イエメ
ン、カメルーンなどで活動。2018
年よりMSF日本副会長。

久留宮 隆
Takashi Kurumiya

© MSF

　去る3月21日に国境なき医師団（MSF）の定期総会を開催し、

MSF日本の2019年度の活動と財務に関する報告・承認と役員改

選を行いました。前会長の加藤寛幸は任期を終了し、新会長には

外科医の久留宮隆（くるみや・たかし）が就任いたしました。そのほ

かの理事・監事メンバーは右記の通りです。

MSFのSNS公式アカウントをぜひご登録ください

３月に定例総会を開催。
新会長には外科医の久留宮隆が就任しました

活動中の風景や、奮闘
するスタッフの姿、患者
さんが見せてくれた笑
顔などの、リアルな写真
をお届けしています。 

Ins tagram
＠msf_ japan

最新の活動ニュースを動
画でわかりやすく解説。こ
のほか、広報キャンペー
ンで配信している動画な
どもご視聴いただけます。 

YouTube
チャンネル
国境なき医師団日本

© Susanne Doettling/MSF

ご遺族様からの
お手紙

私の兄は、１９４６年群馬県利根郡の山村に生まれました。第四子で長男でし

た。父は男の子の誕生に喜んだそうです。兄は穏やかな性格で、声をあらげる

こともなく、真面目で勉強や読書が好きでした。北海道大学を卒業して、医師

の免許は取ったのですが、病気のため医師としての仕事をすることはありませ

んでした。英語、ドイツ語、ハングルを理解し、スペイン語を勉強していました。

歴史、文学、社会科学、哲学、宗教など多岐にわたり読書して、読んだことを

紙に書いて記憶していました。そしてその知識をよく話してくれました。しかし

２００８年４月、急性心不全で急逝しました。62歳でした。

医師として働きたかった兄の気持ちを考えると、兄の遺したものは人の命を救

うために使うのがいいと、私は考えました。そこで貴団体に兄の気持ちをお送

りします。少しでも人の命を救うお手伝いができたら、兄もきっと喜んでくれると

思います。 
埼玉県　女性

未
来
に
託
す
バ
ト
ン
。

遺
産
寄
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

未
来
を
生
き
る
命
が
、世
界
の

ど
こ
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
で

命
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

夢
を
諦
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

そ
の
よ
う
な
願
い
を
託
し
て
い
た

だ
け
る
の
が
、「
遺
贈
寄
付
」「
相

続
財
産
か
ら
の
寄
付
」そ
し
て「
お

香
典
・
お
花
料
の
寄
付
」。近
年
お

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
寄
付

の
形
で
す
。

　

そ
の
一
つ
、相
続
財
産
か
ら
の
寄

付
で
は
、相
続
人
の
方
が
相
続
さ
れ

た
財
産
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
寄

付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
医

療
・
人
道
援
助
を
通
じ
、故
人
の
優

し
さ
を「
つ
ぎ
の
命
」と
し
て
遺
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。相
続
税
の
申

告
期
限
内
に
寄
付
を
完
了
し
た
場

合
、寄
付
し
た
財
産
に
は
、相
続
税

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

寄
付
受
領
後
に
、領
収
書
と
感

謝
状
を
お
送
り
し
ま
す
。感
謝
状

の
宛
名
を
故
人
の
お
名
前
に
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
お
手
続
き
方
法

は
、お
電
話
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ど

う
ぞ
。ご
相
談
や
資
料
請
求
は
全

て
無
料
で
す
。

ご支援方法のご紹介−遺産からの寄付

0120-999-199
平日9時～18時、土日祝日・年末年始休業

お電話で お問い合わせ
フォーム

© Judith Kormann

お問い合わせは
こちらから

© Anna Pantelia/MSF

最新ニュースのほか
に、イベント情報、MSF
にまつわる出版物など
のご紹介を月に数回お
届けしています。

LINE
＠msf_ japan

最新の活動ニュースや、MSFの
メディア出演情報、イベント情報、
事務局からのお知らせなどを日々
配信しています。 Facebook

＠msf.japan
Twit ter
＠MSFJapan
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